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SummaηA  case of solid-cystic hidradenoma occurring on the left axilla of an 11 

year-old girl is reported. 

The tumor was hemispherical， covered with nomal skin， and movable to the underlying 

tissue. Histopathologically the tumor was revealed to be localized in subcutaneous fat 

tissue and surrounded with thin fibrous connective tissue. The tumor cells consisted of 

epidermoid cells and clear cells， although the former were dominant. Many tubular 

structures containing colloidal substance were observed within the tumor. 
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はじめに

Solid-c匂ys坑凶ti犯chid合rade叩nomaは1叩96ω8年にWi口ink王elmannm n 1 

性部分とから成り立ち，組識学的には巴pidermoidcell 

とclearcellの細胞成分と，大小の管腔構造および嚢腫

構造の両者から構成されている.今回我々は，左肢箆部

に発生した稀な本腫疹の一例を経験したので報告する.

年期以降の女性に多く，特に躯幹，顔面，四肢などに好

発し，発育は緩慢である 2). 肉眼的には充実性部分と嚢腫
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症 例

症例 :11歳，女性

主訴:左版宮部腫癌

既往歴・特になし

現病歴 1992年 11月上旬，木人が左肢寓部の無痛性

腫癌に気付き，大和高田市病院外科を受診した.

受診的現症.左肢寓部に結節状に隆起した可動性で弾

性軟の円形腫癌を認めた.

手術所見・局麻下で左版窟部腫癌切除術を施行した

腫癌は皮下に局在し，色調は薄青色，大きさは直径約3 Fig. 1. Microscopic whole cut view of th巴tumorin 

cmで弾力性があり，周囲組織との癒着はなかった th巴regionof th巴axilla.(H&E) 

病理組織学的所見.腫療は真皮下の脂肪組織内に限局

し，境界明瞭な線維性結合組織により取り囲まれた充実

性部分と嚢腫性部分とから成り立ち，腫蕩巣と表皮との

連絡は認められない(Fig目1).腫議事は，核が濃染しグロマ

チンに富み，好酸性を示す胞体からなる epidermoidc巴11

が充実性に増殖し，そのなかには散在する多数の大小の

管腔構造を認めた.また一部に細胞境界が比較的明瞭な

胞体の明るいclearcellが混在していた(Fig.2).

考察

1968年にWinkelmannら1)は本疾患をSolid-cystic 

hidradenomaと呼ぶことを提唱して以来， nodular 

hidmadenoma， clear cell hidradenoma3)， eccrine sweat 

glandadenoma of the cl巴arcell type4)，巴ccri即日cro.

spiroma5)などの種々の名称を同義語として報告されて

きた.本腫療は通常は単発性の皮下結節で，広範囲の年

齢層にわたってみられるが，特に青年期以降の女性に好

発する.発育は比較的緩徐であり，数年の経過をたどる

ことが多く，自覚症状を伴わないため発症からの期間は

1-5年の例が最も多い叩).好発部位は躯幹，顔面，下

肢，次いで頭部，上肢の順に多いが，本症例は肢寓部発

生例と極めて稀である.大きさは数mmから数cmまで

に及ぶものもありへ表面正常皮膚に覆われた皮下結節

で，結節状に隆起する.表面は暗赤色調を示すことや毛

細血管拡張，痴皮を伴ったり，潰療や肉芽腫様外観をと

るものもある9).

組織学的には，本腫疹は周囲との境界は比較的明瞭で

円形ないし卵円形を呈し，真皮内に存在することが多く，

皮下組織，筋層にまで達することもある.腫湯細胞は

巴pidermoidc巴11typeとclearc巴11typeの2種類の細胞

から成ることが特徴的であるが，これらの中間型や移行

型も認められる 2)7)9) またこれら epid巴rmoidcellと

clear cellなどの特徴によって上述した種々の名称で呼

Fig. 2. Tumor consisted of epidermoid cells and cl巴ar
cells目 (H&E)

ばれてきた.

本腫毒事の起源，発生に関してはエクリン汗腺系の腫蕩

であることがほぼ確定されている 9)が，エクリン汗腺系

の分泌腺部，真皮内汗管，表皮内汗管のいずれの部位に

相当するものであるかについては結論が得られていな

い11). 0' Haraら4)11)やWink巴lmannら1)は，電顕所見や

酵素組織化学的所見から本腫蕩の起源・発生をエクリン

分泌腺部の clearcell Vこ注目している.一方， Hashimoto 

ら12)は，本腫療をエクリン汗器官の表皮内および真皮内

汗管から分泌腺部にまで広範囲にわたり分化傾向を呈す

るsuborganoidtumorであろうと考えている 9)10) また，

森岡・三島13)の分類では，木腫療をエクリン真皮内汗管の

epithelioma，即ち巴ccrineductoepitheliomaのclear

cell typeとしている.Kersting， D:)によれば本腫療の分

化傾向は，主に表皮内汗管であろうと考えている.

このように，本腫療がエクリン汗腺系の分化能の比較

的低い良性腫療であるという点においては共通の見解を

みるが，エクリン汗器官のいずれの部位に由来し，また

分化するものであるかに関しては意見の一致がみられず，
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より一層の検索が期待される.

結 百吾

我々 は， 11歳，女性の左肢霞部に可動性で弾性軟の結

節状円形腫癌の solid-cystichidradenomaの一例を経

験した.本腫蕩は躯幹，顔面，下肢などに好発する皮膚

良性腫療であるが，自験例は阪霞部に発生したという稀

な一例を経験したので報告した.
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